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QSS-3411 Ver. 6.00
新機能の説明
(1) Rimage社製のCD/DVD書き込み装置を直接QSSに接続できます。

接続するには、オプションソフト、Connection Software for Rimage CD/DVD Publishing Systemsが必要です。
このソフトはQSS-Kidsにもインストールすることができます。

接続可能なCD/DVD書き込み装置は以下です。
・Rimage Producer III 7100N
・Rimage 2000i

上記機能の対応に伴い、オプションソフトをインストールし、「機能・オプション登録」画面の「メディア」タブの「Rimage CD/DVD 
Publishing Systems」を選択している場合、Rimageに関連する以下の項目が画面に表示されます。

・Rimageアイコン

以下の画面でアイコンをクリックすると、出力メディアとしてRimageアイコンが表示され、選択が可能になります。

・「オーダー画面」

・「メディアコピー」画面
「F」->「メディアコピー」

・「Rimageユーティリティ起動」ボタン
・「FUNCTIONの機能」画面
このボタンをクリックすると、「Rimageユーティリティ」画面が表示されます。

参考
BravoとRimageを併用することはできません。
「FUNCTIONの機能」画面では、Bravoを使用している場合、「Bravoユーティリティ起動」が表示され、Rimageを使用している場合、
「Rimageユーティリティ起動」が表示されます。
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(2) バックアップデータの読み込み/書き込みにおいて、FD以外のメディアにもバックアップが可能になりました。

画面表示方法
「F」＞「メニュー」＞「拡張メニュー」＞「保守・調整」＞「データ書き込み・読み込み」

データ書き込み（本体→メディア）
F：FUNCTIONの機能＞パス設定から書き込むメディアを選択できます。
書き込み可能なメディア
FD、HD、コンパクトフラッシュ、スマートメディア、SDカード、メモリースティック、USBフラッシュメモリ、ｘD-ピクチャーカード、
miniSD、メモリースティックDuo

データ読み込み（メディア→本体）
F：FUNCTIONの機能＞パス設定から読み込むメディアを選択できます。
読み込み可能なメディア
FD、HD、CD-ROM（CD-R/RW）、コンパクトフラッシュ、スマートメディア、SDカード、メモリースティック、USBフラッシュメモリ、
ｘD-ピクチャーカード、miniSDカード、メモリースティックDuo、DVD-R（±R/RW）

(3) 以下のプロセス仕様に対応しました。

* MP-60
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